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#．自己紹介

経歴
○平成12年８月１日 赤井川村役場 奉職

建設課土木係

○平成16年８月14日 社会課国保衛生係

○平成23年４月１日 後志広域連合へ派遣
介護保険課

○平成26年４月１日 産業課産業係

○平成28年４月１日 総務課企画地域振興係

○令和元年７月１日 総務課総務係

家族構成
妻 子ども 長女（中３） 次女（中１）

三女（６歳） 長男（４歳）

赤井川村総務課総務係

すえつぐ つかさ

末次 司 43歳
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１．背景

１９３３年（昭和８年） 赤井川村、余市町、銀山間 バス運行開始
（余市赤井川自動車合資会社）

１９４３年（昭和18年） 北海道中央乗合自動車に合併
（現在の北海道中央バス）
赤井川営業所設置

１９４８年（昭和23年） 余市町へ営業所が移転
１９６３年（昭和38年）12月 冬期間のバス運行開始

１９９１年（平成３年）12月 キロロリゾートまで延伸
１９９７年（平成９年）12月 キロロリゾート延伸終了

２０１９年（令和元年）12月 日・祝全便運休
赤井川村が代替交通運行（地域公共交通バス）

２０２０年（令和２年）11月 バス路線の存廃協議の申し入れ
２０２２年（令和４年）３月31日 中央バス赤井川廃止
２０２２年（令和４年）４月１日 むらバス運行

■路線バスの歴史
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２．むらバス運行までの軌跡 ① バス利用者の声を聞く

バス利用者（年１～２回から毎日）は、村の人口の１０％程度

①バス利用者（学生～高齢者）１３２名へアンケート調査

②未来の高校生保護者 ４６名へアンケート調査

■アンケート調査

地区ごとに分けて３回実施の対話の場 ３６名の参加

・普段の利用状況、公共交通のお困りごと、公共交通に望むこと

・外部人材による運営

■公共交通懇談会
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２．むらバス運行までの軌跡 ② 専門家の話を聞く

専門家の知見と道内外の事例を知る

４０人の参加＝興味がある

・バス停まで歩くことも負担ですよ

・バス無償化は持続しませんよ

・バス、福祉移送サービス、タクシーには、

それぞれの役割と対価がありますよ

■地域公共交通シンポジウム
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２．むらバス運行までの軌跡 ③ 浮き彫りになったこと

・路線バスとJR余市駅との接続の悪さ

・志望校へ行けないという事態は避けて欲しい

・午前中に余市町までを往復できる運行が望ましい

・現状の公共交通では、免許返納が難しく将来への不安が大きい

・余市、小樽へのアクセス利便性が高まれば、定住、移住促進へ

・全ての移動ニーズを満たすのは、困難

・なるべく多くの人が利用できる公共交通の在り方を検討して欲しい。

・公共交通の懇談の場には、送迎が必要じゃないか！
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２．むらバス運行までの軌跡 ④ 地域が自らデザインする公共交通

実施した各種のバス利用調査から、高校通学や買い物、通院等の利便性向上を図る運行ルートを地域でデザイ

ンし、「暮らしやすさ」による定住促進効果を図る。

【バス利用調査・意見交換会から】
・バス利用は通学、通院、買い物が中心
・通学先は小樽市内が多数
・通院は、小樽４割、余市６割
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２．むらバス運行までの軌跡 ⑤ 地域内交通資源のフル活用 実証運行

村内唯一のタクシー事業者である「赤井川ハイヤー」と国内有数のリゾート「キロロリゾート」との連携体制

により、公共交通を確保する仕組みづくり

連 携

【キロロリゾートバス車両】
リゾートバス乗務員

【赤井川村スクールバス車両】
スクールバス乗務員
運行受託者：赤井川ハイヤー

新しい価値を創造
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２．むらバス運行までの軌跡 ⑥ 実証運行によりわかったこと

－利用目的－ －利用者の年齢－

思い込み････
通学・通院・買い物の利用だろう・・・

→「通勤」利用が多い！

思い込み････
高校生と高齢者の利用だろう・・・

→実際は、「18歳～64歳」が多い！
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２．むらバス運行までの軌跡 ⑥ 実証運行によりわかったこと
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２．むらバス運行までの軌跡 ⑦ 「共感」＝「関係人口」

全国各地の皆さんに、

北海道赤井川村の地域課題

(実情)を知っていただく機会

・ガバメント・クラウドファンディング

・企業版ふるさと納税

「共感」＝「関係人口」
寄付者との“つながり”を大切にする取り組み
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２．むらバス運行までの軌跡 ⑧ 実証運行結果を踏まえ

２０２２．４．１むらバス運行

◆小樽市内全高校がバス通学圏内に！

◆土日祝のバス運行を減便！

全日４往復（８便）から

土日祝は３往復（６便）

◆利用しやすいルートへ！

余市駅⇒コープさっぽろ余市店前

常 盤⇒キロロリゾート

◆片道定期券

◆わかりやすい運賃設定

300円 200円 100円

◆乗車時運賃支払い
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２．むらバス運行までの軌跡 ⑨ 運行体制 交通資源のフル活用

村内企業（リゾート）
×

村内企業
（村内唯一交通事業者）

毎日の運行体制の確保が可能に！
新しい価値の創造
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２．むらバス運行までの軌跡 ⑩ 令和4年4月1日 むらバス 運行開始
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３．むらバス利用促進への挑戦 ① バス利用者・乗務員の声を聞く

「これからの赤井川村に必要な公共交通は？」

「利用してどう？」参加者と意見交換

■バス利用者 ワークショップ・意見交換会

現場の声を大切に！

日頃からコミュニケーションを！

■乗務員の声


